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保険設計の基礎
入門編

らいふぷらん作成工房

ＣＦＰ斉木正夫



2

リスクの種類

保険商品

公的保障

ケガケガ 介護ケガ病気

医療費用

追加費用

必要額

病気病気

損害
補償

就業不能死亡 老後

収入の減少/途絶

見
直
しの
順
序
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保険料の払込期間が短ければ短いほど月々の負担は大きくなりますが貯蓄性は
高くなります。老後に保険料負担を残されたくない方や貯蓄性を高めたい方は、
短期払いが効果的です。また月払いよりも年払いのほうが総払込保険料は割安
になります。

保険を活用される場合は、生涯
にわたって保障を継続すること
が出来る様々な終身保険の中
からご自身にとって相応しい保
険を選択しましょう。

葬式費用としては、300万円～
500万円程度確保されているこ
とが望ましい。

保
険
期
間

保
険
料
負
担

保
険
金
額

支
出
の
発
生

死

亡

短期払 保険料払込期間

終身払 保険料累計

解約返戻金
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死

亡

保険料の上がることが無いように保
障を設計することが重要です。少子
高齢化に伴い、これからの時代は「死
亡リスク」よりも「生存リスク」の方が
高まっています。生きることへのリス
クに対する準備が益々重要になって
きています。

死亡保障は収入の補填です。収入見
込みがある60歳または65歳まで継続
できれば問題ないでしょう。

遺族の方の生活費、住宅費、教育費等を合計した必要な金
額から、国や会社の保障及びその他を差し引いた金額が個
人で加入すべき保険金額の目安となります。また必要な金額
は原則、年が経つにつれて減少していきますので、保険金額
も毎年減額されたほうが合理的です。

保
険
期
間

収
入
の
減
少

保
険
料
負
担

保
険
金
額

必要保障額
の推移

子ども独立

配偶者
老齢年金
受給開始

過剰な保険金額

保
険
金
額

毎年保険金額を見直した場合の保険料

加入時から保険金額を見直さなかった場合の保険料

約2.5倍の差10年

収入の減少
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病気・ケガ

• 保険金額・・・・日額？ 成人病は？

• 保険期間・・・・老後生活時期を踏まえて
• 保険料負担・・原則、収入があるうちに
• 保険開始日・・１泊２日って必要？
• 入院日数・・・・９８%が１２０以内ってほんとうですか？
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傷病分類別推計患者数の構成割合　入院

循環器系21.6 精神障害22.7 その他30.3

30.2 15.1 11.4

新生物11.5

8.6

損傷8.2

5.5

神経系5.8

29.2

全年齢推計患者数（1,451.0千人）

65歳以上推計患者数（875.7千人）

傷病分類別推計患者数の構成割合～入院
調査時期： 平成14年
入院の「全年齢」では「循環器系」「精神障害」「新生物」を合わせると5割を超えている。 65
歳以上では「循環器系」の疾患による入院が増えている



7

保険料の比較

終身医療（６０日型）：保険期間：終身・月払い・入院給付金日額１万円・手術給付金特約付

5,8906,2805,9405,86050

2,107,2002,280,0002,150,4002,001,60040

3,5004,0303,6103,37030

2,9204,0103,0002,780女性 20

5,8907,2105,9406,85050

4,3905,2304,4804,73040

3,5004,0403,6103,38030

2,9203,7803,0002,560男性 20

死亡給付金０倍払込中解約返戻金０
解約返戻金０

解約返戻金０
解約返戻金０

120・60日
給付内容特記

商品名

ＡＢSAO会社名
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傷病別にみた退院患者平均在院日数（男女別）
調査時期： 平成14年

総数では男女ともほぼ同じ長さだが、「脳血管疾患」「高血圧性疾患」などの生活習慣病では、女性の入院

日数の長さが目立っている。

傷病別にみた退院患者平均在院日数（男女別）

38.1

20.8

38.2

35.6

32.0

84.9

37.7

40.7

41.5

50.5

52.5

120.3

0 20 40 60 80 100 120 140

総数

心疾患
（高血圧性のものを除く）

胃の悪性新生物

糖尿病

高血圧性疾患

脳血管疾患

男性

女性
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傷病別にみた退院患者平均在院日数（年齢別）
調査時期： 平成14年

おおむね年齢が高くなるほど入院日数が長くなる傾向がある。とくに「脳血管疾患」「高血圧性疾患」「糖尿

病」でその傾向が顕著である。

傷病別にみた退院患者平均在院日数（年齢別）

9.8

21.3
27.5

5.9
14.2 13.3

27.6
19.2

14.8

25.1

37.1 36.0
31.6

27.3

59.1
53.0

35.3

53.4 51.9

115.8

55.2

37.9
42.7

60.6
55.7

121.2

25.8 27.1

15.4

40.9
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0～14歳

15～34歳

35～64歳

65歳以上

70歳以上（再掲）
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保障を考える際、最もリスクが高いの
が就業不能です。収入が途絶えるば
かりか、死亡リスクと異なり介護費用
等支出金額は増える可能性がありま
す。配偶者の方に収入がある場合は、
一定の割合をカバーすることが可能で
すが、介護等で配偶者の方が働けなく
なる可能性もありますので、ご注意下
さい。

保
険
金
額

就業不能状態になってしまった場合、
最初の時期は健康保険の傷病手当金
や現預金等がありますとなんとかやり
くりできますが、2年以上の長期になっ
てしまった場合は大変です。したがって、
2年、3年の短期の保障ではなく、６０歳
まで給付が継続する長期の保障を確
保しましょう。

保
険
給
付
期
間

収入が得られる予定時期定年時期ま
で継続できる保障が望ましいでしょう。

保
険
期
間

参考資料考え方

就
業
不
能

収
入(

給
与+

賞
与
）

会
社
の
休
業
制
度

（
有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
な
ど
）

健
康
保
険
・傷
病
手
当
金

標
準
報
酬
月
額
の
60
％

会
社
員
の
み

100%

5０%

所得補償保険

傷害厚生年金
１~3級

傷害基礎年金
１～２級

1年6ヶ月

病気やケガで長期に入院しなければならなくなったら
退院はしたけれど療養が必要だと言われたら
働けない状態になってしまったら、収入は？
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老 後

• 一般的に老後の生活費は夫婦二人でおよそ１億円
• 社会保障、会社の制度を引いた金額は自助努力で
準備

• 国の保障制度である老齢年金は今後ますます給付
が厳しい状況

• 今後更に制度が厳しくなる可能性があります。
• 将来の年金給付額については多少割り引いて。
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高齢者世帯の平均所得額（年間）
仕送り・個人年金・その

他の所得
11.4

3.9%

稼働所得

51.2

17.6%

公的年金・恩給

209.3

71.9%

財産所得
15.7

5.4%

年金以外の

社会保障給付金

3.4

1.2%

1世帯あたり

平均

290.9

（100.0）

高齢者世帯の平均所得額
調査時期平成：15年
高齢者世帯の1世帯あたりの平均所得額は290.9万円でそのうち「公的年金・恩給」が72%を占めている。
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資金準備

• 資金を短期間で準備するのは容易ではありません。
• 老後までもうすぐと言う方は、予定の生活費を削減するか
• 60歳以降も働かれるか等収入を得る方法を考えましょう。
• まだ時間がある方は老後資金を積立てることをお勧めします。
• 具体的な準備方法として、リスクをとらず準備しようとお考えの
方は個人年金保険等を活用して準備しましょう。

• より効率的にとお考えの方は投資商品等がよいでしょう。
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年齢別にみた金融資産保有額の種類別構成比
調査時期： 平成17年 40～50歳代では「生命保険・簡易保険・損害保険･個人年金保険」が占める割合が約
3割と、他の年齢層より高くなっている。

年齢別にみた金融資産保有額の種類別構成比

80.2

60.7

55.1

57.3

59.4

66.2

17.7

20.6

29.8

30.0

23.1

16.2

11.2

9.5

9.1

15.6

14.9

7.6

5.6

3.7

1.9

2.8

1.4

0.6

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

預貯金・郵便貯金・金銭信託・貸付信託 生命保険・簡易保険・損害保険・個人年金保険

債権・株式・投資信託 財形貯蓄・その他金融商品

0 20 40 60 80 100
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終身保険との保険料差額分を他の金融商品で運用したほうが
高い利回りが期待できます

終身保険

１，０００万円
17,720円/月

30歳

6,379,200円

60歳までの支払累計額

60歳

＊６０歳時の解約返戻金は支払累
計額と同程度

定期保険

１，０００万円

１０年更新
2,310円 3,670円 7,310円

30歳 40歳 50歳 60歳

1,594,800円

上記保険料差額
部分を積立貯蓄
すると仮定

貯蓄運用

15,410円 14,050円 10,410円

①単純に差額を積み立てると30年で
4,784,400円
約1.7%で運用すると終身保険とほぼ
同じ約6,360,000円
③３%運用で推移すると30年後には
約7,930,000円
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毎月3万円貯蓄すると？ （複利運用した場合）

44,710,78324,967,75917,482,10712,588,84610,800,00030年

10,220,103

7,966,837

5,823,420

3,784,496

1,844,971

1%

2,204,3062,040,1821,939,4011,800,0005年

39,805,00228,530,79213,380,2359,000,00025年

17,670,61212,331,0109,849,0607,200,00020年

10,381,1478,018,6686,809,1815,400,00015年

5,488,3814,658,4684,192,2433,600,00010年

8%5%3%元本
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３００万円を複利で運用した場合は？

30,187,97112,965,8277,281,7874,043,54730年

20,545,42610,159,0656,281,3343,847,29625年

13,982,8717,959,8935,418,3343,660,57020年

9,516,5076,236,7854,673,9023,482,90715年

6,476,7754,886,6844,031,7493,313,86610年

4,407,9843,828,8453,477,8223,153,0305年

8%5%3%1%
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物損事故事例
（対物も無制限保障がお勧め）

センターラインを超えて対向車車
線のトラックに衝突。両車が道路
横のパチンコ店に突っ込む

車が踏切内で脱輪し電車と衝突、
家に突っ込む

事 例

１億３４５０万円

1億２０３６万円

認定損害額
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建物の保険

• 住宅ローンを組む際に加入

• 減価償却に伴い、保険金額も自動的に減額
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時価額

時
価
額

保
険
金 ローン残

2500万円

保険金との差額

500万円

ローン残

2500万円

保険金との差額

500万円

再築資金不足

800万円

契約時3800万円
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再調達価格
（現時点で家を購入した場合の価格）

再
調
達
価
格

保
険
金

ローン残高

2500万円

保険金との差額

1300万円
保険金との差額

1300万円

再築建物
のローン

2500万円

差額を頭金にす
れば、それまでと
同額のローンで
元と同じ家が建
てられる。

家財保険の活用。
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その他の保険例

• 家財保険
• 地震保険
• 賠償責任保険
• 傷害保険
• 介護保険


